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三重県シニアテニス連盟規約

2024年（令和６年）１月24日改定

第 １ 章 総 則

第 １ 条（名称）本連盟は「三重県シニアテニス連盟」（以下本連盟という）と称する。

第 ２ 条（事務所）

１ 本連盟の事務所は会長の自宅に置く。

２ 本連盟は必要な地に支部を置くことができる。

３ 支部に関する必要な事項は別に定める。

第 ３ 条（目的）本連盟の目的は三重県下において、テニスを愛好するシニアの人々の親睦友好の輪を

広げ、テニスを通じて心身の健康を維持増進し、生きる喜びと楽しみを共有し、もって地域社

会でのスポ－ツ活動の普及・保健福祉に寄与することを目的とする。

第 ２ 章 会 員

第 ４ 条（会員の資格）

１ 会員は第３条の目的に賛同する者であり、当年度（１月１日から１２月３１日）中に満６０才

以上に達する男子ならびに満５０才以上に達する女子で本連盟に入会が承認されたものとす

る。

第 ５ 条（入会）

１ 会員として希望する人は会員の紹介又は直接地区幹事に申し出て、別に定める入会申込書に記

入の上、地区担当幹事が入会手続きを行う。

第 ６ 条（会費）

１ 会員は定められた会費を納入しなければならない。

第 ７ 条(退会)

１ 会員が退会しようとするときは、文書又は口頭で地区幹事に申し出る。地区幹事は総務に連絡

し名簿から除籍を依頼する。

２ 会員が次の各号に該当するときは､退会したものとみなす。

（１） 死亡し又は失踪宣言を受けたとき。

（２） 会費を納入しないとき。

第 ８ 条(除名)

１ 会員が次の各号のいずれかに該当するときは、総会の議決を得てこれを除名することができる。

(１) 本連盟の規約に違反したとき。

（２）本連盟の名誉を毀損したとき。

（３） 本連盟の目的に反する行為をしたとき。

２ 前項の規定により会員を除名する場合は､当該会員に通知するとともに、除名の議決を行う総

会において､弁明の機会を与えなければならない。

第 ９ 条(会員資格の喪失に伴う権利及び義務)

１ 会員が第７条、第８条の規定により資格を喪失したときは、本連盟に対する権利を失い義務を

免れる。ただし、未履行の義務はこれを免れることはできない。

２ 会員   資格 喪失       納入  会費  他 拠出金品等 返還    



   

第 ３ 章 役 員

第 １０ 条（役員とその業務）

１ 本連盟に次の役員を置く。

会 長 １名

副会長 ２名

常任幹事 若干名

幹 事 若干名

監 査 ２名

相談役 若干名

２ 会長は本連盟を代表し、その会務を統括する。

３ 副会長は会長を補佐し会長事故あるときはその業務を代行する。

４ 常任幹事は会長の指示を受けて本連盟運営の実務である「総務」「組織」「行事」「交流」「財

務」「渉外」「広報」の委員会を主導して執行を行う。

５ 幹事は、会員グル－プの「連絡」「情報収集」「報告」「会費収集」にあたり常任幹事を補佐

し常任幹事事故あるときはその業務を代行する。

６ 監査は年度末および随時会計経理の監査を行う。但し他の役員と兼務することはできない。

７ 役員の改選にあたっては、役員会は役員推薦委員会（以下委員会という）の設置を審議し承認

を経て委員会を構成する。委員会は地域性・会員構成を勘案して選出された役員候補者を役員

会に推薦するものとする。

８ 役員の任期は２ケ年とする。ただし再任を妨げない。

９ 役員に欠員が生じたときは、会員中より後任者を選任し、その任期は前役員の残任期間とする。

１０ 役員は無報酬とする。但し役員会の決議を経て会議等に要する費用を支給して弁償することが

出来る。

第 ４ 章 会 議

第 １１ 条（会議）

１ 毎年第１回大会のときに総会を開く、総会は本連盟の最高議決機関とし、会長が招集する。

役員の３分の１以上の要請があったときは臨時総会を開かねばならない。総会の成立要件は

会員の過半数の出席（ただし委任状を含む）を要するものとする。

２ 役員会は総会に次ぐ議決機関であって、会長、副会長、常任幹事、幹事で構成する。総会への

付議事項を審議し、緊急事項を処理する。

３ 総会および役員会の議決要件は、委任状を含む出席者の過半数とする。

４ 常任幹事会は業務執行機関として、会長・副会長・常任幹事および必要に応じ関係する幹事

で構成する。常任幹事会は随時会長が招集し所要の日常的業務を分担して執行する。

なお必要な場合は役員会・総会に付議する議案の予備検討を行う。

５ 幹事会は会長・副会長・常任幹事・幹事のほか必要に応じ相談役で構成し、主要行事毎に、ま

た随時会長が招集し必要な事項を審議する。

６ 総会・役員会・幹事会の議長は会長または副会長の１名がこれにあたる。

 総会及び幹事会においては議事録を作成する



   

第 ５ 章 事 業

第 １２ 条（事業）

本連盟はその目的達成のため、次の事業を行う。

１ 毎年度3回以上は「三重県シニアテニス連盟大会」を行う。この大会は三重県内の各地持ち

回り開催を原則とする。

２ 本連盟の会員は本連盟が主催・協賛する国内・国際大会及び親善交流等に参加することが

出来る。

３ 適宜に、役員名簿・役員会議事録を作成し幹事を通して会員に広報する。

４ その他役員会、総会等で提起され必要と決議された事業を行う。

５ 事業年度は毎年１月１日に始まり同年１２月３１日におわる。

第  章 会 計

第   条  会計 

 本連盟の運営費は､会員の年会費又は寄付金及びその他の諸収入により賄うものとする。

２ 会員 年会費 千円

３ 会計年度は毎年１月１日に始まり同年１２月３１日に終わる。

４ 毎年、総会において会計報告を行なう。

第 ７ 章 名誉会長・名誉会員

第 １４ 条（名誉会長・名誉会員）

１ 本連盟に名誉会長および名誉会員をおくことができる

２ 名誉会長は永年にわたり会長を務め本連盟の発展に寄与したもので顕著なる功績を残し、役員

会の推薦により総会で推挙されたものとする。

３ 名誉会員は永年にわたり役員を務め本連盟の運営と事業の遂行に務めたもので顕著なる功績

のあるもので役員会の推薦により総会において推挙されたものとする。

４ 名誉会長および名誉会員は本連盟の運営に関して会長の諮問に答え役員会に出席し意見を述

べることができる。

５ 名誉会長および名誉会員の任期は第１０条８項の規定を準用する。

６ 名誉会長および名誉会員の正会員の年会費は徴収しない。

７ 名誉会長および名誉会員は満７５才に達するものであること。

第 ８ 章 改定履歴

第 １５ 条（付則）

１ 本連盟の運営は本規約によるほか別に定める細則と内規による。

２ 本規約は平成８年６月５日より施行する。

３ 本規約は幹事相談役を一部改定して、平成８年７月８日より施行する。

４ 本規約は語句を一部訂正しさらに弔慰、表彰の内規を追加して平成９年３月１９日より施行

する。



   

５ 本規約は語句を一部訂正しさらに細則１（組織）および細則２（会費の納入等）を改定して、

平成１０年３月３日より施行する。

６ 本規約は総会の成立要件、年会費等を改定し、さらに細則１および２（組織の項の役員氏名等）

を修正し、平成１２年１月２８日より施行する。

７ 本規約は平成１３年１月１日より改定施行する。

８ 本規約は平成１８年１月２６日より改定施行する。

９ 本規約は平成１９年 1月２３日より改定施行する。

10 本規約は平成２１年１月２７日より改定施行する。

11 本規約は平成２８年２月９日より改定施行する。

12 本規約は賛助会員に関する事項を削除。細則２の２）一般会計、大会会計の氏名、住所等の記

載を削除、スポーツ保険料の削除。その他語句を一部訂正し平成３１年１月３０日より改定施

行する。

13 本規約は第 10 条 4の「熟年」の語句を削除し令和 6年 1 月 24 日より改定施行する。

細則及び内規

細則 １ 三重県シニアテニス連盟の組織

本部所在地 会長宅

会長、副会長、常任幹事、幹事、監査、相談役で組織する。本連盟の役員名は会員名簿等にて

公報する。

細則 ２ 会員の会費の納入等

１）会費の納入については、記載欄に必要事項を記入した申込書に添え、年会費千円を地区幹事

に払込み登録を依頼する。（記載事項の一部に訂正があった場合は、訂正事項内容を地区幹

事経由で申し出る、年度更新の際も同様とする）

２）地区幹事は申込書と年会費及びスポ－ツ保険加入者は保険料を会計担当幹事に送付する。

細則 ３ 総会・役員会の付議事項

１） 次の事項は総会付議事項とする。

１ 年間行事計画およびその実績

２ 行事予算および決算

３ 規約本文の改定

４ 役員の承認

５ その他会務運営上重要な決議事項

２） 次の事項は役員会付議事項とする。

１ 会員名簿の改定・登録変更・組織の改訂等

２ 総会付議事項の原案審議（役員候補者の選出を含む）

３ 県内会員・団体等から提起された事項の検討

４ 県市町等のテニス協会・体育協会・教育委員会・レクリエーション協会等との関連事項

５ その他会務運営上必要な細則・内規等の改定新定等

細則 ４ 役員推薦委員会（以下委員会という）の推薦基準と構成

１）委員会の構成は次の通りとする。直前の会長、副会長及び地区から推薦されたもの

（各地区３名）の１２名とする。



   

２）委員会は次に掲げる推薦基準に基づき役員候補者としての適正性を審議するものとする。

➀ 本連盟の運営をつかさどるに適した識見と人格を有する人物。

➁ 本連盟の運営を積極的に推進する管理能力に優れた人物。

➂ 会員に人望のある人物。

➃ 本連盟の発展に支援・協力いただく諸団体の情報に精通し強調できる人物。

３）委員会には委員長１名・副委員長１名を置くものとし、互選により選出し会長がこれを

委嘱する。

４）委員会は会長の選出にあたって直前の常任幹事会に諮問し意見を聞くことができる。

５）委員会は副会長の選出にあたっては既に推薦選出された会長に諮問し意見を聞くことがで

きる。

６）推薦選出された会長・副会長は委員会に陪席し意見を述べることができる。

７）委員会の任務及び委員の任期は役員候補者名簿を会長に答申した時点を持って終了する。

付則

（１）この細則は平成１４年度から改定施行する。

（２）この細則は平成１９年度から改定施行する。

（３）この細則は平成２２年度から改定施行する。

（４）この細則は平成２８年度から改定施行する。

（５）この細則は本部所在地を会長宅と改め平成３１年度から改定施行する。

内規 １ 「 三重県シニアテニス連盟大会 」の内容

「三重県シニアテニス連盟大会」は交流親睦を主とする大会と、優勝者を決める大会がある。

後者の各種目優勝者は、次回の大会において同一種目では、同じペアーでのエントリーは出

来ないものとする。

内規 ２ 「 スポ－ツ安全保険 」の加入

本連盟は団体として（財）スポ－ツ安全協会に登録しているので、会員は連盟に加入時に、

原則としてこの安全協会のスポ－ツ安全保険（傷害保険・賠償責任保険）に加入するものと

する。

内規 ３ 「 弔慰に関する内規 」

1項 (総則）三重県シニアテニス連盟における会員の 弔慰に関する事項はこの規定による。

２項 （適用）本規定に於ける会員とは連盟規約第４条に規定する会員をいう。

３項 （手続き）会員に本規定に該当する事項が発生した時は、担当幹事は速やかに連盟本部宛

連絡すると共に、本部の指示により香典等の手配を行う。さらに葬儀の場合参列するに適当

と思われる会員に連絡すること。

４項（香典等）会員本人が死亡の場合

(イ) 三重県シニアテニス連盟会長の名で喪主／相続人に次の御香典を供する。

［ 金 五千円 ]

（ロ）連盟役員の内、少なくとも１名が会を代表して葬儀に参列する。

内規 ４ 「 表彰に関する内規 」

１項 （総則） 本連盟に永年貢献した会員に対する表彰及び本連盟の発展に協力と支援をいた

だいた諸団体に対する顕彰（以下「表彰等」という）に関する事項はこの規定による。

２項 （目的）本規定は規約第３条（目的）を遂行する上で、顕著な功績を挙げた会員および諸



   

団体の表彰等を行い以て会員の意識・意欲の高揚に資することを目的とする。

３項 （適用）本規定に於ける会員とは連盟規約第４条に規定する会員をいう。

４項 （種類） 表彰の種類は次に掲げるものとする。

（１）表 彰 状

（２）感 謝 状

これらは会長名の額縁入りとする。

５項 （選考基準）前項に定める表彰等の選考基準は次に掲げる各号のいずれかに適合すること

を原則とする。

（１） 諸官庁・日本体育協会・日本庭球教会・県レクリエーション協会等公共機関・団体等の表

彰を受け、本連盟の名誉、社会的地位の向上に資したと認められた場合

（２） 本連盟に１０周年以上在籍し本連盟の運営と事業の遂行に貢献し、その功績が顕著と認め

られた場合

（３） 本連盟の発展に永年協力と支援を頂いた団体・企業

（４）（２）の表彰の事由の原則は本連盟の役員又は地区役員としてすくなくとも２期４年以上

の期間誠実に連盟の運営に寄与したるものとする。

６項 （表彰方法） 前項の表彰は本連盟会長名の額縁入りの表彰状を贈ることにより行う。

付則

（１）この内規は平成９年度から施行する。

（２）この内規は平成１６年度から施行する。

（３）この内規は平成１８年度から施行する。

（４）この内規は平成１９年度から施行する。

（５）この内規は平成２１年度から施行する。

(６）この内規は平成２３年度から施行する。

（７）この内規は平成２８年度から施行する。

（８）この内規は香典の金額改定と一部語句の訂正を行い平成３１年度から施行する。

（９）この内規は喜寿（満77歳男子）及び古稀（満70歳女子）の表彰を廃止する改定を行い令和6

年1月24日から施行する。

以 上


